
畑

土壌：粘土石灰質

品種：グリューナー・ヴェルトリー

ナー（使用区画、品種、比率は生産年

により異なる）

醸造

アルコール発酵中のワインを、ハーブ

ティーとブレンド（ワイン：ハーブ

ティー＝4：6）して、瓶内で発酵を

終える。瓶内気圧は約2.5barとなる

ようにする。デゴルジュマンあり。

畑

土壌：粘土石灰質

品種：グリューナー・ヴェルトリー

ナー、ゲルバー・ムスカテラー（使用

区画、品種、比率は生産年により異な

る）

醸造

アルコール発酵中のワインに、乾燥し

たホップを入れ、瓶内で発酵を終え

る。瓶内気圧は約3.0barとなるよう

にする。デゴルジュマンあり。

畑

土壌：粘土石灰質

品種：ツヴァイゲルト（使用区画、品

種比率は生産年により異なる）

醸造

アルコール発酵中のワインを、ハーブ

ティー、ハチミツとブレンド（ワイ

ン：ハーブティー＝4：6）して、瓶

内で発酵を終える。瓶内気圧は約約

2.5barとなるようにする。デゴル

ジュマンあり。

Hoch Essences

ホッホ エッセンセス（旧ホッホドイチュ）

◎Pure Joy Botanicals Elderflower（旧mea Elderflower）

エルダーフラワー

備考

免疫力を高め、ジュリーも体調不良時には

エルダーフラワーのハーブティーを飲むと

いう。エルダーフラワーは免疫力を高める

効果があるといわれ、ヨーロッパでは広く

食用に利用されている。白い花の香りが鮮

やか。

　若き女性醸造家、ジュリー＝アン・ハンスヨーステンの造るボタニカル・スパークリングが入荷。ワイナリー、Hochdeutschはホッホ家のドイツ人、といった

意味で両親がドイツ出身のジュリーは、ホレンブルクで代々ワインを造るホッホ家に嫁いできた。夫のクリストフ・ホッホ（同ワイナリー名）も2013年から、家

業を引き継ぎ、ナチュラルワインを造っている。

　ボタニカル・スパークリングとは、簡単に言えば、ハーブティーをブドウ果汁で瓶内発酵させたもの。濃く抽出したハーブティーを、彼女達のブドウ果汁と、

大体Alc.5%になるようにブレンドし、瓶内で発酵を終える。

もともとハーブティーやエッセンシャルオイルに興味を持っていたジュリーは、ワイナリーで働く傍ら、自然とブドウ畑や周囲に育つ草花を、ブドウ栽培のため

のトリートメントとして、また、日常でも利用してきた。例えば、ローズマリーの香りは集中力を高めるため、彼女の車にはローズマリーのサシェ（匂い袋）が

つるされている、といった具合だ。ドナウ川流域は汚染のされていない井戸水が、多くあることでも有名だそうで、ホレンブルクの村人も、何をするのもこの井

戸水を使っている。彼女がお気に入りのハーブティーでスパークリングを造るというアイデアが湧きあがることは、自然なことだった。試行錯誤を重ね2017年に

ネトル（イラクサ）での試作品をボトル詰めした。

◎Pure Joy Botanicals Hop(e)

ピュア・ジョイ・ボタニカルス　ホップ

備考

ホップはオーガニック認証を受けたものを

手摘みで収穫している。ホップの繊細な

エッセンスを損なうことがないようにゆっ

くりと乾燥させる。同社の他のボタニカ

ル・スパークリングとは違い、ホップをそ

のまま醗酵中のブドウ果汁に付け込む。そ

のためアコール度数も10.5%とややたか

い。味わいとしてはホップの特徴が前面に

出た、香りと苦み。泡はビールよりは弱

い。

◎Pure Joy Botanicals Roseblossom（旧mea Rose）

ピュア・ジョイ・ボタニカルス　ローズブロッサム

備考

ロゼの色味をつけるために、赤品種である

ツヴァイゲルトを使用。繊細なバラは、ブ

ドウ畑の病気の発生を確認するためにも、

畑の周りに植えられることもある。食用、

化粧品としても広く使われてきた。バラの

香りと、ハチミツの甘みのヒントが味わい

にある。


